


今後の学校再編方針案について 

 

１．再編の取り扱いについて（参考資料：別紙「白川町立小・中学校の統廃合」） 

（１）５小３中体制以降の統合について 

①令和２年４月  白川小学校と白川北小学校の統合 

  *新設統合（白川小学校及び白川北小学校は閉校） 

②令和４年４月  白川中学校と佐見中学校の統合 

*吸収統合（佐見中学校は閉校） 

 

（２）３小２中への統合について 

 ①統合の時期   令和９年４月、白川小学校と蘇原小学校 

 ②統合の方法   吸収統合（蘇原小学校は閉校） 

 ③新学校の名称  白川小学校・白川中学校 

 ④新学校の住所  白川町河岐１８３０番地（現白川中学校の住所と同様） 

  ⑤閉校式の実施  蘇原小学校は閉校式を実施、記念行事は検討中 

           （白川小学校は校舎感謝の会などを実施） 

 ⑥式典等の実施  「白川小学校・蘇原小学校統合記念式典」・「白川小学校入学式」 

           「白川中学校入学式」 

 

２．スケジュールについて 

 （１）再編方針の説明 

   令和７年１１月～  地域説明会の開催 

             ・地域説明会はまちづくり懇談会として開催（実施済み） 

   令和８年 ２月   保護者説明会の開催 

        ３月   町議会定例会にて設置条例等の改正 

              ①「白川町小学校及び中学校の設置等に関する条例」 

              ②「白川町学校給食共同調理場条例」 

 

 （２）統合準備委員会の設立 令和８年４月設立 

   ・２小学校の統合に伴う諸協議 

   （例：通学方法・スクールバス運行、クラブ活動、ＰＴＡ活動、制服・ジャージなど） 

   ・２小学校の統合に伴う記念行事等の検討・開催 

※令和８年度は、白川小学校と蘇原小学校は現校舎を使用する最終年度となる。 

  

（３）全体への説明会 

  ・２回程度計画します。 



白川町立小・中学校の統廃合

位置 名称

中新田 黒川東小学校

柿反 黒川中小学校 黒川小学校

下ノ平 黒川西小学校

中切 黒川中学校

日面 黒川中学校

三川 三川小学校

赤河 赤河小学校 蘇原小学校

切井 切井小学校

油井 大山小学校

広島 坂ノ東小学校 白川北小学校 白川小学校

和泉 白川小学校

中川 中川分校

R9.4～

白川小学校

白川中学校 白川中学校

R11.4～

和泉 西・白川中学校

油井 大山中学校

広島 坂ノ東中学校

赤河 蘇原中学校

切井 蘇原中切井分校

R4.9～
※別紙　「佐見小学校の今後について」

小野 佐見中学校 佐見中学校 佐見小学校

大寺 上佐見小学校 佐見小学校

久室 下佐見小学校

分校を含め小中19校の時代 ５小３中の時代 ３小１中へ

河岐

切井中学校

R2.4～

R4.4～

閉

閉

閉

閉

閉

閉

閉

閉

閉

建替え

閉

移転

建替え

閉

閉

閉

閉

閉

閉

移転

建替え、移転

閉

閉

移転

閉

閉

①～R2.3 ②R2.4～ ③R4.4～ ④R9.4～ ⑤R11.4～

５小３中 4小３中 ４小２中 ３小２中 ３小１中



１．令和７年度の白川町在住の幼児数          2025.10.1現在、白川町に住所がある幼児

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児

（年少）

５歳児

（年中）

６歳児

（年長）

白川小 3 3 4 10 9 10

蘇原小 5 4 5 6 4 5

黒川小 3 1 4 8 1 7

佐見小 1 2 0 1 2 0

合計 12 10 13 25 16 22

小学校

入学年度
令和13 令和12 令和11 令和10 令和９ 令和８

２．佐見小学校の今後について

・現時点では、令和８年度と令和11年度の入学者がいない。全校２学級になる見込み。

　令和７年度全校19名、３学級（1･2、3･4、5･6）

　　　　８　　　　　　17名、３学級（　　2､3･4、5･6･･･2年は単式学級となる）

　　　　９　　　　　　15名、３学級（1､　　3･4、5･6･･･1年は単式学級となる）

　　　 10　　　　　　12名、３学級（1･2、　　4、5･6･･･4年は単式学級となる）

　　　 11　　　　　  　9名、２学級（   2･3、　　 5･6･･･学年が続く複式学級が２つ）

　　　 12              9名、２学級（1･   3、 4･    6･･･学年を跳び越す複式学級が２つ）

       13              6名、２学級（1･2、　　4･5    ･･･学年が続く複式学級が２つ）

　

どういうことが課題となるか

・３学級の場合、校長、教頭、教諭（担任）３、養護教諭、事務職員（ない場合もある）

　２学級の場合の職員配置は校長、教諭（担任）２、養護教諭は未定

・学年が続く複式学級、学年を跳び越す複式学級になると、授業実施が非常に難しくなる。

 11年度の２年生は３年生と複式、12年度は１年生と複式→10年度までの指導計画が使えない。

 →「わたり」「ずらし」の指導にならざるを得ないが、「わたり」「ずらし」の指導経験者は極めて少ない。

・教員減は非常勤等で補うとしても、児童減によりさらに集団活動が狭められてくる。

　

今後の佐見小学校の選択

①学校を残す方法

・どんなに小さくても、佐見小として学校を存続（白小と連携し、テレビ会議授業や白小で合同授業）

・白川小の佐見分校として存続

・休校とする（再開ができる）

②「閉校」とする方法

・閉校し白川小へ通学する

　　通学の負担が増える（特に小１：朝早い、帰りが遅い、長時間同じ姿勢）

　　　→８時３０分到着、４０分授業など日課の変更

　　　　 その他、柔軟な対応をしていくことが必要


